
９月１７日(土)、後援会主催

で富樫練三さんの「日本共産党

綱領学習会」が行われました。

特に憲法９条と自衛権・自衛隊

の関係、天皇制をどう考えてい

くか、共産党の描く未来社会論

について解説していただきまし

た。今回シリーズ改憲問題では

学習会の内容も踏まえて、改憲

論議に関し、憲法が掲げる国の

ありかたや社会と日本共産党綱

領がめざす社会について考えて

みたいと思います。

＊ ＊ ＊

日本共産党は現憲法をど
うとらえ、改憲問題にど

う臨んでいるのか

憲法は「国をどういうふうに

治め、国の仕事をどういうふう

に進めるかを決めた、一番根本

になる規則で、「国の最高法規」

と言われています。

党の綱領とは、党活動の目標、

および根本方針を明らかにして

いるものです。日本のどんな未

来社会をめざしているのか、党

規約では、「真に平等で自由な

人間関係からなる共同社会」と

規定しています。

更に綱領は、【憲法と民主主

義の分野で】の中で「国民の基

本的人権を制限・抑圧するあら

ゆる企てを排除し、社会的経済

的諸条件の変化に対応する人権

の充実をはかる。労働基本権を

全面的に擁護する。企業の内部

を含め、社会生活の各分野で、

思想・信条の違いによる差別を

一掃する」、「男女の平等、同

権をあらゆる分野で擁護し、保

障する。女性の独立した人格を

尊重し、女性の社会的、法的な

地位を高める」など、憲法が掲

げる基本的人権、個人の尊厳な

どを未来社会のあるべき姿とし

て綱領で謳っています。

（２面につづく）
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《
日
々
想
》

さ
い
た
ま
市
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
何
か
。
市
政
１
５

周
年
を
記
念
し
て
９
月
２
４
日
か
ら
１
２
月
１
１
日
ま
で

「
さ
い
た
ま
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
６
」
と
い
う
芸
術
系

の
イ
ベ
ン
ト
が
「
未
来
の
発
見
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
市
内

３
エ
リ
ア
の
会
場
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
さ
い
た
ま
ク
リ
テ

ウ
ム
、
さ
い
た
ま
国
際
マ
ラ
ソ
ン
に
次
ぐ
イ
ベ
ン
ト
だ
▼
筆

者
は
た
ま
た
ま
ネ
ッ
ト
で
知
っ
て
、
日
々
野
克
彦
「
種
は
船

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
、
ア
イ
ガ
ル
ス
・
ビ
ク
シ
ェ
「
さ
い
た
ま

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
」
、
向
井
山
朋
子
演
出
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

「
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
」
、
旧
埼
玉
県
立
民
族
文
化
セ
ン
タ
ー
の
展
示

な
ど
を
見
て
回
っ
た
。
興
味
あ
る
内
容
も
そ
う
で
な
い
の
も

あ
っ
て
何
と
も
複
雑
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
観
客
が
少
な
い
。

１
０
万
人
と
目
論
ん
だ
よ
う
だ
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
ト
リ
エ

ン
ナ
ー
レ
を
知
っ
て
い
る
人
は
殆
ど
い
な
い
の
で
は
な
い
か

▼
か
つ
て
浦
和
は
「
鎌
倉
の
文
人
、
浦
和
の
画
人
」
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
画
家
が
多
く
市
展
や
県
展
の
レ
ベ
ル
も
高
い
。
さ

い
た
ま
市
に
美
術
を
中
心
と
し
た
国
内
に
も
誇
れ
る
ア
ー
ト

イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
現
代
美
術
や
イ

ベ
ン
ト
の
専
門
家
に
任
せ
る
の
も
い
い
が
、
さ
い
た
ま
市
の

市
民
や
芸
術
愛
好
家
の
意
見
が
ど
の
く
ら
い
反
映
さ
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
▼
さ
い
た
ま
市
の
プ
ラ
イ
ド
を
高
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
市
民
も
多
い
は
ず
だ
。
東
京
都
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
築
地
市
場
豊
洲
移
転
問
題
、
す
べ
て
共
通
し
て
い
る
の

は
問
題
が
起
き
て
か
ら
し
か
話
題
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。
そ
う
い
う
思
考
に
な
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
早
い

も
の
勝
ち
、
や
っ
て
し
ま
え
ば
こ
っ
ち
の
も
の
と
い
う
方
法

が
横
行
し
て
は
い
ま
い
か
。
想
像
力
を
欠
如
さ
せ
る
シ
ス
テ

ム
な
の
だ
。
３
年
後
に
次
回
が
あ
る
と
し
た
ら
「
未
来
の
発

見
」
で
な
く
、
「
問
題
の
発
見
」
と
し
て
多
く
の
想
像
力
を

掻
き
立
て
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
ほ
し
い
。
（
英
）

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
市
議
会
議
員

と
り
う
み
敏
行

「
さ
い
た
ま
市
公
共
施
設
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
に
対
す
る
市
の

説
明
は
、
「
さ
い
た
ま
市
の
公
共
施
設
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
今

後
、
こ
れ
ら
の
公
共
施
設
が
改
修
や
更
新
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
そ
の

前
に
、
全
市
的
、
総
合
的
な
視
点
で
公
共
施
設
を
有
効
に
活
用
し
、
計

画
的
な
保
全
や
長
寿
命
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
財
政
負
担
の
平
準
化
を
図

る
こ
と
で
、
安
心
・
安
全
で
持
続
的
な
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指

す
も
の
で
す
。
」
と
あ
り
ま
す
。

聞
く
だ
け
な
ら
、
「
な
る
ほ
ど
！
」
と
納
得
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、
「
チ
ョ
ッ
ト
待
っ
た
！
」
。
説
明
は
続
き
ま
す
。
①
新
し
い
も
の

は
作
ら
な
い
②
建
て
替
え
は
複
合
施
設
に
す
る
③
施
設
の
総
量
を
縮
減

す
る
。
こ
れ
を
「
箱
も
の
３
原
則
」
と
称
し
て
い
ま
す
。
要
す
る
に
、

①
保
育
園
や
老
人
施
設
な
ど
は
新
し
く
作
ら
な
い
。
（
保
育
園
の
待
機

児
童
、
特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
減
ら
な
い
）

②
建
て
替
え
る
場
合
は
、
元
々
の
施
設
に
別
の
施
設
を
つ
け
た
し
て
更

新
す
る
。
（
皇
山
町
「
高
戸
荘
」
は
解
体
さ
れ
ま
ま
一
向
に
進
ま
な

い
。
）

③
こ
れ
か
ら
は
高
齢
化
で
人
口
も
減
る
か
ら
公
共
施
設
の
総
量
を
減
ら

し
て
ゆ
く
。

そ
れ
で
い
な
が
ら
、
人
形
会
館
は
二
つ
作
る
、
自
転
車
イ
ベ
ン
ト
に

は
毎
年
３
億
円
、
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
８
億
円
な
ど
、
市
民
の
願
い
と

は
か
け
離
れ
た
事
業
に
多
額
の
税
金
を
つ
ぎ
込
み
ま
す
。

党
市
議
団
が
、
何
を
要
望
し
て
も
市
当
局
の
答
弁
は
、
「
公
共
施
設

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
計
画
に
従
っ
て
進
め
ま
す
。
」
の
一
点
張
り
で
す
。

ま
さ
に
、
市
民
要
望
が
後
回
し
に
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、
「
諸
悪
の
根

源
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
さ
い
た
ま
市
公
共
施
設
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
」
計
画
と
は
？

行
財
政
運
営
の
「
諸
悪
の
根
源
」

シリーズ

改憲問題
№２

「憲法と日本共産党綱領を考える」
編集部

う
ら
わ
だ
い
こ

米
軍
施
設
建
設
に

陸
自
ヘ
リ
を
投
入

駆
け
つ
け
〝
援
護
〞
で
す

防
衛
省

所
信
方
針
演
説
で

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン

一
瞬
、
北
朝
鮮
の
議
会
か
と
思
っ
た

あ
わ
て
者

（
東
口
・
さ
ぶ
老
）

内
戦
の
南
ス
ー
ダ
ン

ま
ず
、
ア
ナ
タ
が
「
下
見
」
を
し
て
み
て

く
だ
さ
い

自
衛
隊
員

稲
田
防
衛
大
臣
殿

（
岸
町
・
佐
久
間
純
）

川
柳

土
盛
ら
ず
工
事
費
だ
け
は
大
盛
り
し

怠
け
癖
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
励
ま
さ
れ

（
東
口
・
さ
ぶ
老
）

平
和
の
党
聞
い
て
あ
き
れ
る
公
明
党

安
倍
政
権
日
本
会
議
が
支
配
し

（
岸
町
・
ダ
ン
吉
）

俳
句

お
ご
る
安
倍
久
し
か
ら

ず
や
秋
の
陣

伏
魔
殿
言
を
左
右
の
芒
か
な

（
岸
町
・
佐
々
木
幹
広
）

案
山
子
ら
も
驚
く
老
い
の
彩
よ

灯
篭
や
渡
す
べ
き
も
の
選
り
に
選
る

（
身
寄
な
き
遺
骨
を
故
郷
に
運
ぶ
義
弟
に
）

秋
連
れ
て
友
の
遺
骨
を
み
ち
の
く
へ

（
前
地
三
・
素
見
礼
）

月
光
の
花
瓶
の
肌
を
す
べ
り
け
り

か
ん
ば
せ
の
影
を
落
と
し
て
夜
な
べ
人

破(

や
れ)

蓮(

は
す)

の
穴
抜
け
て
い
く
風

の
音

（
本
太
一
・
Ｙ
・
Ｙ
）

うらわ宿文芸



（１面より）

憲法について、綱領は「現行憲法

の前文をふくむ全条項をまもり、

とくに平和的民主的諸条項の完全

実施をめざす」と、規定していま

す。ですから、安倍政権が進める、

自民党『日本国憲法改正草案』を

ベースとした改憲の動きには、時

代錯誤も甚だしい戦前憲法への回

帰として厳しく反対しています。

憲法９条と自衛隊をどう
考えているのか

綱領は、【現在の日本社会の特

質】として、「わが国は高度に発

達した資本主義国でありながら、

国土や軍事などの重要な部分をア

メリカに握られた事実上の従属国

となっている」とし、【国の独立・

安全保障・外交の分野で】の中で、

「日米安保条約を廃棄し、対等平

等の立場にもとづく日米友好条約

を結ぶ」と規定しています。その

うえで、「いかなる軍事同盟にも

参加せず、すべての国と友好関係

を結ぶ平和・中立・非同盟の道を

進み、非同盟諸国会議に参加する」、

「自衛隊については、海外派兵立

法をやめ、軍縮の措置をとる。

（日米）安保条約廃棄後のアジア

情勢の新しい展開を踏まえつつ、

国民の合意での憲法第九条の完全

実施（自衛隊の解消）に向かって

の前進をはかる」との展望をたて

ています。

これは憲法９条が掲げる世界平

和の先駆的かつ崇高な理念、「戦

争放棄」の平和主義をめざしなが

ら、現実の矛盾、「自衛隊」の解

決策についてその方針を示すもの

です。

国民連合政府の構想はど
こからきたのか

綱領は、日本の変革は「民主主

義、平和、生活向上を求めるすべ

ての人びとを結集した統一戦線に

よって実現される」と明記し、統

一戦線とは「国民的な共同と団結

をめざす運動」としています。ま

た綱領は「統一戦線の発展の過程

では、民主的改革の全てではない

が、いくつかの目標では一致し、

その一致点にもとづく統一戦線の

条件が生まれるという場合も起こ

りうる。その統一戦線の政府をつ

くるために力を尽くす」としてい

ます。昨年の戦争法廃止、立憲主

義回復のたたかいを、野党は共闘

と訴える市民と４野党の共闘で体

験したことは、まさにその第一歩

と受け止めました。共産党の「国

民連合政府」構想はこうした綱領

に基づいた提唱でした。私たちは

参院選での共闘の成果を、統一戦

線の観点からも確信をもっていい

と思います。そして今後大きなヤ

マ場となる次の衆院選では、より

一層統一戦線の立場で、多くの市

民、野党支持者とも大いに話し合

い輪を広げていきたいものです。

大義な目標での一致点があれば、

さまざまな意見を受け入れ、お互

いの立場を尊重し連帯していくこ

とこそ綱領の精神であると考えま

す。

改憲問題や綱領について、皆様の

ご意見・疑問点等をお寄せ下さい。

（編集部）
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福
島
の
現
状
を
知
る
バ
ス
ツ
ア
ー

に
参
加
し
て

９
月
２
５
日
、
第
３
回
福
島
の
現
状
を
知
る
バ
ス

ツ
ア
ー
（
主
催
「
福
島
の
現
状
を
知
る
バ
ス
ツ
ア
ー

実
行
委
員
会
」
）
は
４
１
人
と
盛
況
で
あ
っ
た
。
高

速
常
磐
道
を
北
に
、
い
わ
き
市
で
伊
藤
達
也
さ
ん

（
原
告
団
長
）
が
乗
車
さ
れ
た
。

伊
東
さ
ん
に
は
、
福
島
の
現
状
を
詳
ら
か
に
解
説

し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
原
発
被
災
地
の
方
々
の
避

難
生
活
、
無
念
、
悩
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
福

島
第
一
原
発
の
２
０
キ
ロ
圏
内
の
楢
葉
町
、
富
岡
町
、

大
熊
町
、
浪
江
町
と
い
わ
ゆ
る
帰
還
困
難
区
域
で
あ

る
。
そ
の
入
り
口
に
あ
た
る
い
わ
き
市
と
広
野
町
も

見
た
。
ま
だ
ま
だ
田
ん
ぼ
や
畑
等
の
空
地
に
は
黒
い

大
き
な
袋
で
あ
る
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
が
散
在
し
て
い

る
。
こ
れ
は
原
発
用
語
、
除
染
で
土
地
の
表
面
を
５

セ
ン
チ
ほ
ど
カ
ッ
ト
し
た
放
射
性
物
質
で
あ
る
。
こ

の
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
は
３
年
も
４
年
も
持
つ
の
か
、

老
朽
化
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
し
ま
う
。
置

き
場
所
が
な
い
の
か
、
２
段
、
３
段
に
積
み
上
げ
て

あ
っ
た
り
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
被
っ
た
り
と
不
気
味

な
風
景
で
あ
る
。

楢
葉
町
の
宝
鏡
寺
に
て
昼
食
を
摂
っ
た
。
「
あ
や

ま
れ
、
つ
ぐ
な
え
、
原
発
訴
訟
」
と
早
川
住
職
は
短

く
語
ら
れ
、
伊
東
達
也
さ
ん
か
ら
「
い
わ
き
市
民
訴

訟
」
の
現
況
が
語
ら
れ
た
。
「
元
の
生
活
を
返
せ
」

と
素
朴
な
願
い
が
理
解
で
き
る
。

富
岡
町
、
夜
の
森
の
桜
通
り
の
道
路
を
挟
ん
で
、

帰
還
困
難
区
域
と
居
住
制
限
区
域
に
分
け
ら
れ
、
保

障
金
額
に
大
き
な
差
異
が
あ
り
、
一
時
金
１
２
万
円

の
世
帯
、
も
う
一
方
は
毎
月
１
０
万
円
と
分
断
さ
れ

て
い
る
。
東
京
電
力
は
冷
酷
に
分
断
対
応
を
し
て
い

る
。
ま
た
富
岡
第
二
中
学
校
体
育
館
は
卒
業
式
の
準

備
が
５
年
６
ケ
月
ほ
ど
経
っ
て
も
被
災
日
の
ま
ま
で

あ
る
。

最
後
の
浪
江
町
。
常
磐
線
高
架
陸
橋
か
ら
の
眺
め

は
右
の
居
住
区
域
も
左
も
無
人
化
し
た
ゴ
ー
ス
ト
タ

ウ
ン
。
こ
れ
が
原
発
被
災
の
恐
ろ
し
さ
か
と
痛
感
し

た
。
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
地
。
ま
だ
ま
だ
増
え
る

汚
染
水
。
廃
炉
は
４
０
年
後
な
の
か
。
居
住
解
除
時

期
の
妥
当
性
、
東
電
の
保
証
は
温
か
く
。
被
災
者
は

童
謡
、
「
ふ
る
さ
と
」
を
い
つ
に
な
っ
た
ら
歌
え
る
。

山
積
す
る
課
題

ば
か
り
だ
。

こ
の
ツ
ア
ー

で
は
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
い
た

が
、
一
回
の
ツ

ア
ー
だ
け
で
は

理
解
で
き
な
い

こ
と
が
分
か
っ

た
。
加
え
て
原

発
は
不
要
で
危

険
極
ま
り
な
い

こ
と
も
分
か
っ

た
。

（
駒
場

幹
）

伊
東
さ
ん(

前
列
右
か

ら
五
人
目
）の
解
説
で

充
実
し
た
ツ
ア
ー
に

い
ま
築
地
市
場
の
豊
洲
へ
の

移
転
問
題
が
全
国
的
な
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
移
転
反
対
運

動
に
参
加
し
て
い
る
私
は
、
家

に
い
れ
ば
関
連
の
テ
レ
ビ
番
組

に
釘
付
け
で
す
が
、
得
心
し
た

り
、
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
た
り

の
昨
今
で
す
。

２
０
０
１
年
、
石
原
都

知
事
は
、
築
地
市
場
の
豊

洲
へ
の
移
転
を
決
め
ま
し

た
。
築
地
は
「
老
朽
化
し
、

狭
く
て
危
険
」
と
い
う
の

が
そ
の
理
由
で
す
。
こ
れ

と
て
眉
唾
物
な
の
で
す
が
、

隠
さ
れ
た
本
当
の
目
的
は
、

第
一
に
、
都
が
農
水
省

の
方
針
・
意
向
に
迎
合
し
、

移
転
を
契
機
に
、
市
場
取

引
の
規
制
緩
和
、
水
産
卸

売
業
界
の
再
編
・
合
理
化
、

水
産
仲
卸
な
ど
零
細
業
者

の
整
理
・
淘
汰
を
一
気
に
進
め

る
こ
と

第
二
に
、
都
と
し
て
大
手
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
、
ス
ー
パ
ー
ゼ
ネ

コ
ン
や
利
権
政
治
屋
の
期
待
・

要
望
に
応
え
る
た
め
に
、
移
転

を
契
機
に
、
豊
洲
と
周
辺
臨
海

部
、
築
地
跡
地
な
ど
で
大
開
発

を
推
進
す
る
こ
と

の
二
点
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
移
転
方
針
決
定
後
の

２
０
０
７
年
、
豊
洲
で
環
境
基

準
の
４
３
，
０
０
０
倍
の
ベ
ン

ゼ
ン
が
検
出
さ
れ
る
な
ど
土
壌

汚
染
の
深
刻
さ
は
想
像
を
絶
し

て
い
ま
し
た
。
都
民
や
消
費
者

を
最
優
先
に
考
え
る
知
事
で
あ
っ

た
な
ら
、
こ
こ
で
移
転
方
針

を
白
紙
に
戻
し
た
で
し
ょ
う
。

し
か
し
石
原
知
事
は
、
土
壌

汚
染
対
策
に
ど
ん
な
に
カ
ネ

が
か
か
っ
て
も
、
上
記
の
目

的
達
成
の
た
め
に
は
仕
方
が

な
い
と
考
え
ま
し
た
。
汚
染

土
壌
の
完
全
な
浄
化
な
ど
あ

り
え
な
い
の
に
で
す
。

そ
し
て
豊
洲
新
市
場
建
設

の
た
め
に
は
、
市
場
で
の

「
食
の
安
心
・
安
全
」
を
最

優
先
に
考
え
た
り
、
い
つ
ま

で
も
そ
れ
に
拘
っ
て
い
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
の
が

石
原
都
政
以
降
の
知
事
、
都
庁

幹
部
や
都
議
会
与
党
の
基
本
的

ス
タ
ン
ス
だ
っ
た
の
で
す
。
今

回
、
様
々
な
矛
盾
、
混
乱
が
一

気
に
表
面
化
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
あ
る
意
味
で
当
然
の
帰
結
で

す
が
、
そ
の
わ
け
は
次
号
で
。

（
浦
和
東
口

Ｔ
．
Ｉ
．
生
）

テレビだけではわからない
築地市場移転問題①

◆講演会「日本会議の正体とその野望」

～日本会議研究の第一人者、俵義文さん～

１０月１４日（金）１８時３０分～

埼玉教育会館９月２５日（日）

主催：さいたま憲法会議、さいたま教育文化研究所

◆浦和区後援会恒例 秋のバスツアー

～紅葉の赤城大沼へ～

１０月２５日（火）７時４５分

北浦和公園バス停付近集合

参加費：６０００円（昼食、入浴代含む）

◆２０１６さよなら原発埼玉県民集会

１０月２９日（土）１４時～（１３時４５分開場）

さいたま市文化センター大ホール

講演・報告：武藤類子さん、海渡雄一さん、神田香織

さん

アトラクション 埼玉うたごえ協議会

主催：２０１６さよなら原発埼玉県民集会実行委員会

◆浦和北九条の会「秋の文化と学習のつどい」

１１月３日（木）～６日（日）

北浦和東口北宿通り「パレット」

絵画展、そば打ち、映画「黄金のアデーレ」、うたご

え、子どもの広場など沢山の行事を準備しています

◆オール浦和区の会 講演と結成のつどい

講演「日本国憲法を生かして、格差・貧困の克服を」

講師：白鳥勲さん

１１月１２日（土）１３時～

クイーンズ伊勢丹カルタスホール（北浦和）

主催：オール浦和区の会

＊耳より情報＊


